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【【【【投投投投    稿稿稿稿    要要要要    領領領領】】】】    
1.1.1.1.投稿方法投稿方法投稿方法投稿方法    

1)投稿者の資格：本会会員・非会員を問いません。 

2)著者の人数：人数の合計は原則 4 名以下と致します。 

但し、特別の理由があれば超過を認めますので、そ 

の場合は理由書を添えて下さい。 

3)投稿方法及び「論文」（「ノート」・「報告」）原稿 

 ・提出書類：①論文原稿（ｺﾋﾟｰ 4 部）+②申込み用紙 

（③著者が 5 名以上は理由書） 

 ・宛 先：論文集小委員会 

 ・書 式：詳細は別紙執筆要領参照 

①言語：和文または英文に限ります 

②頁数：6～16 頁（ﾉｰﾄは 2～6 頁） 

③原稿用紙：通常の A4 白紙で結構です。 

 ・投稿の受付：随時となっております。 

（論文集の刊行は年４回（3  6  9  12 月）です。） 

 

2.2.2.2.投稿対象投稿対象投稿対象投稿対象    

投稿の対象は、鋼構造とその複合構造に関する独創

的な研究、創意工夫に富んだ開発、設計・施工・維持管

理の研究及び事例報告であって、技術的・工学的に価値

のあるものと致します。 

目的・方法・結果・考察・結論等が明記されたもの

で、一つの論文（報告）はそれ自身で完結した体裁を整

えているものとし、原則として未発表のものに限ります。 

ただし、既に発表された論文でも下記については、

それを統合再構成し、新たな知見等を加えたものは応募

できるものと致します。 

①大会学術講演会、学会等支部研究発表会で発表したもの。 

②国際学会、ｺﾛｷｳﾑ、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等で講演するるためにその梗概

または講演論文として発表したもの。 

③大学の紀要、研究機関の研究所報及び会社技報等で発表し

たもの。 

④国、自治体、業界、団体等からの委託研究の成果報告書。 

 

3.3.3.3.論文論文論文論文のののの審査審査審査審査    

論文の登載に関しては、審査はフルペーパーにより 

専門家 3 名に依頼致します。その審査結果に基づいて社

団法人日本鋼構造協会「論文集小委員会」が登載可否を

判断致します。 

 

4.4.4.4.論文登載論文登載論文登載論文登載のののの費用費用費用費用    

①論文登載料：2,500¥/1 頁 

②抜刷印刷料：2,000¥/1 頁（100 部とします。） 

③カラー印刷:40,000¥程度/1 ｶﾗｰﾍﾟｰｼﾞ 

費用の請求は論文集刊行時に著者あてに論文集・論

文原稿及び抜刷印刷の送付と合わせて請求書を同封致

します。費用の請求項目については、事前に申込み用紙

に記載して下さい。 

 

5555....投稿問投稿問投稿問投稿問いいいい合合合合わせわせわせわせ及及及及びびびび申込申込申込申込みみみみ先先先先    

(社)日本鋼構造協会 

東京都新宿区四谷3 丁目2- 1 四谷三菱ビル9 階 

  TEL :03- 5919- 1535 FAX :03- 5919- 1536 

E- mail :m.tashiro@jssc.or.jp 

■「ノート」 

新しい着想、計算結果、実験結果、あるいは既発表の

論文に対する追補等、論文としての形式を整えるのが難

しいようなものを投稿して頂くための分類です。ノート

も論文と同様査読致します。 

■「討議」 

この論文集に掲載された論文に対する討議は、鋼構

造論文集編集小委員会宛とし、論文集の発刊日から 1

年以内に限り随時受け付けます。論文に関するご意見・ 

ご質問あるいは関連した研究成果や技術成果等をお寄

せ下さい。討議文の様式は自由ですが、頁数は 10 頁以

内とします。 

■「報告」 

設計・製作・施工の実務に携わる方々からの論文投稿を

奨励するために設けられた分類です。鋼構造分野の調査・

計画・現場計測等の技術的または事例的な報告で、「2.投

稿対象」に合った内容とします。報告も査読・審査致しま

す。 

■「委員会報告」 

鋼構造に関連した諸委員会の調査・研究活動およびその

成果を報告するもので、新たに設けられた分類です。鋼構

造分野の研究の体系化および技術の標準化をはかり、今後

の課題や展望を示す内容を対象とします。原則として査読

は行わず、頁数は 6～16 頁とします。    


